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■ Ｂ区の調査がすすんでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

9 月末からの長雨や 10 月上旬の台風の

影響で、作業が中断することの多かったＢ

区の調査ですが、その後は順調に調査がす

すみ、遅れを取り戻しました。Ｂ区は長さ

約 200ｍ、現在は、北側から１５０ｍまで

の調査を終えようとしています。 

B 区は遺構が少なく、竪穴住居跡も北か

ら７０ｍを過ぎると発見されなくなってい

ます。弥生時代の集落の境がここにあるの

かもしれません。これまでの調査で A 区１８

棟、Ｂ区５棟の計２３棟の竪穴住居跡が見

つかりました。 

１１／４（水）からは B 区の１５０ｍよ

り先の調査をすすめていきます。 

竪穴住居跡と弥生土器 



■ 遺跡の見学について 
遺跡の発掘作業は平日、午前 8 時３０ 

分～午後 4 時３０分に実施しています（雨

天時は作業を休止します）。作業時間内で

したら、調査現場は見学いただけます。 
なお、現地は危険な箇所がありますの 

で、作業時間以外の調査地内への立ち入り

はご遠慮願います。 

■ 曳馬中学校の生徒が職場体験に訪れました。 
  10月22、23日に曳馬中学校の生徒が発掘調査を体験しました。 
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至 芝本駅 

国道 152 号線 

遠州鉄道 

発掘調査事務所 

発掘調査区 

発見した場所が分かるように土器に数字を書き込みます。 

色が違う土を掘っています。 大きな溝が出てきました。 


